
作文コンクール　特別賞

　戦後 75 年間ずっと続く、我が国の領土である北方四島のロシアによる不法占拠。あるいは故郷を
追われた島民達の悲劇の下、ロシア入植者が日本の国土を故郷と呼ぶ異常な状態。日本国民の自国
内移動に対してパスポートやビザを要求するロシア政府。北方領土問題とは、こうした人権、経済、
外交･･･あらゆる方面の異常を生み続ける大問題なのです。
　そんな北方領土問題を初めて知った小学生の私。でも他人事でした。しかし昨年、故郷を追われた
元島民の心の叫びや返還に向けた先人たちの血のにじむような努力を本で知り、初めてこの問題は
私たちの問題なのだと考えるようになりました。すると私の身に不思議な事が起こります。これま
で聞いたことないと思っていた北方領土問題に関するニュースは、自分事だと認識した途端、次々
と私の耳に飛び込んでくるようになったのです。そしてニュースは私に問いかけます。「どう思
う？。」
　去年だと、７月のロシア憲法改正による領土割譲禁止の明記、ロシア議会が日ロ国境交渉も例外
ではないと明言したニュース。今年なら、４月のサーフィンロシア代表の国後島合宿、６月の北方領
土地域でのロシア軍事演習、７月のロシア首相の択捉島視察。この１年、北方領土問題解決に逆行す
るニュースが続きました。ニュースに問いかけられる度に私は失望し、重い気持ちになりました。
　ある日、これらのニュースに落ち込んでいた私に父が言いました。「もし、ひいきのチームが連続
で点を取られ負けそうになった時、真のファンならどうする？がっかりして黙り込むかな？むしろ
そんな時こそ真価が問われるよね。」と。ここが踏ん張り時だと背中を押された私はもう一度、落ち
込む原因となったニュースに目を向けました。よく見ると文末には、ロシア駐日大使を呼び強く抗
議したとありました。そして他のニュースにも同じく「抗議した」の文字が見えます。ニュースに再
び問いかけます。「どう思う？。」「日本政府はずっと戦い続けていたんだ。私も、私のできることをし
よう。」
　私は昨年来、友人に北方領土の話をしては、あまり興味のなさそうな態度を取られています。しか
し今回、「抗議した」を発見した話を伝え、力を貸してほしいと頼むと、以前断られていた署名をして
もいいとの返事がもらえたのです。また、「私たちの北方領土」のポスターを描きました。下手です
が、一人でも多くの人に知ってもらえるように心を込めて、虹色の四島とエトピリカを絵に描きま
した。そしてまた領土問題解決のヒントを私なりに探しました。そこでロシアと他国の国境問題を
調べていると、2004 年の中ロ国境協定締結のニュースに出会いました。記事には当時、両国対立ムー
ドのまっただ中にもかかわらず、首脳同士の直接対話で電撃的に政治決着したとあります。そして
当時のロシア首脳はプーチン大統領。ニュースは問いかけます。「どう思う？。」「今の逆境の中でも
解決の可能性は十分にありそう。実際に中国では解決したし、プーチン大統領はそんな中でも政治
決着ができる相手なのだから。」
　前向きな気持ちで臨めば見えてくる希望。自分事と思わないと聞こえないニュース。この一年で
私は、気持ち次第で物事の見え方が大きく変わる事を学びました。北方領土問題が他人事だった頃、
それは政治家や政府が解決すべき問題でしたが、自分事の今は私たちの想いで解決に導くべき問題
に見えます。多くの人の想いは政治家の動機、政府の運動の根拠になり、その想いが大きいほど北方
領土返還への追い風となります。私は一人でも多くの人に知ってもらって想いを共有し、この追い
風を強くしたいです。私一人の力は微力たるものですが、それでも私は学び、考え、伝えます。これか
らも自分事と捉え、前向きな心で行動を続けていこうと思います。

（奈良県知事賞）
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作文コンクール　最優秀賞

　領土問題とは、今や世界を代表する問題の一つとなっている。そして、この領土問題は日本と
も非常に深く関わりがある問題である。日本の領土問題を挙げると、竹島、尖閣諸島、北方領土など、
きりがなく、日本がどれだけ領土問題で悩んでいるかが分かる。しかし、ここでは、北方領土の
問題を注目して見ていきたいと思う、
　北方領土とは、択捉島、国後島、色丹島、歯舞群島の四つをはじめとする島々のことである。
これらの領土は、元から日本の領土であるにも関わらず、現在、ロシアが勝手に占拠して、
「我が国の領土である。」
と主張している。そして、今もなお、ロシアに不法に占拠されたまま、日本の返還要求に対しても、
ロシアは強硬な姿勢で臨んでいて、日本に返還されていない。
　そもそも、なぜ国土面積が世界一である大国ロシアがこの島々にこだわるのか。私は、それが
謎で調べてみた。
　その答えは、２つある。まず一つ目は、海洋資源。そして二つ目は、現在、北方領土に住んで
いるロシア住民への対応だ。この２つの問題を解決、あるいは、進展させることができたら、お
そらく北方領土問題は解決に向けて大きく前進することができるだろう。
　私はここで「共存」という方法を提案する。この方法を実施することで、日本とロシアの双方
に多くのメリットがある。まず、日本側のメリットは、漁業をするときに、魚をとれる範囲が大
きくなり、とれる魚の量が増える。そして、ロシア側のメリットは、日本からの投資や援助が期
待でき、貿易の拡大も望めるという点だ。そして、この方法で一番救われるのは島民である。
　こうすることで、元々、北方領土に住んでいた日本の島民、また現在のロシアの島民がどちら
も分け隔てなくい暮らせて、不法に占領される前に近い状況に戻れるのである。昔の日本の島民
も現在のロシアの島民も島を愛する心に違いはないはずだ。どちらも同じように島を愛している
はずだ。この気持ちがあれば、決して「共存」の考え方は難しくないと思う。
　しかし、この問題は未だに日本とロシアの間で平行線をたどっている。この問題を進展させる
ためには、日本政府が根強く交渉を行うことが大事だ。また、これには、交渉を行うための支え
も必要になってくる。太い支えを築くためには、国民全員がこの問題について考え、向き合って
いくことが大事である。そして、それができた時、日本政府は、決してへこたれない強い支えを
手に入れることができるだろう。
　私たちは、政治家のような権力をもっているわけではない。だが、自分の思いを発言すること
はできる。一人の力は小さくても、それがたくさん集まれば、とても大きな力になる。そして、
私達は忘れてはいけない。これからのこの問題を動かすのは、未来を担う私達であることを。

（奈良県北方領土問題教育者会議会長賞）
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